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40
組
の
募
集
に
3 

0 

0
組
ほ
ど
の
応
募
が

あ
っ
た
そ
う
で
、
こ
の
日
は
江
東
区
か
ら
の

方
や
す
ぐ
近
く
と
い
う
当
選
さ
れ
た
方
々
が

お
子
様
と
共
に
来
場
さ
れ
、
絵
本
数
冊
分
を

プ
ロ
の
方
の
読
み
聞
か
せ
で
静
か
に
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
電
車
は「
都
営
交
通
ア

プ
リ
」で
走
行
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
絵
柄
な
ど
ど
ん
な
種
類

が
あ
る
か
、
各
線
に
乗
っ
て
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
「
駄
菓
子
屋
」と
言
う
と
、
お
菓
子
、
お
も

ち
ゃ
、
く
じ
引
き
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
置
か

れ
て
い
る
の
を
思
い
出
し
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
頃
、
誰
で
も
、
一
度
や
二
度
は

小
遣
い
を
握
り
占
め
好
き
な
品
を
買
っ
た
経

験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
駄
菓
子
屋
を
最
近
見
か
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
馬
込
に
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
調

べ
た
と
こ
ろ
、
都
営
浅
草
線
馬
込
駅
の
Ａ
１

（
環
七
方
面
出
入
り
口
）
を
出
る
と
右
手
に

日
用
雑
貨
、
各
種
工
具
類
を
扱
っ
て
い
る

「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ケ
ン
マ
ー
ト
」
Ａ
・
Ｂ

館
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
館
で
は
２
階
、
Ｂ
館
で
は
１
階
に
駄
菓

　

都
営
地
下
鉄
で
は
、
絵
本
に
使
わ
れ
て
い

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
車
内
に
装
飾
し
、
小
さ

な
子
ど
も
連
れ
の
乗
客
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
工
夫
と
し
て
、
令
和
元
年
か
ら
大
江
戸

線
に
導
入
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
令
和
４

年
よ
り
都
営
浅
草
線
に
も
拡
大
運
行
を
始
め

た
そ
う
で
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
や
、
相
互

乗
り
入
れ
先
へ
も
運
転
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
南
馬
込
６
丁
目
に
あ
る
、

都
営
浅
草
線
の
車
両
基
地
に
止
め
て
あ
る
電

車
の
車
内
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン

ト
が
令
和
５
年
３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

子
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

お
菓
子
類
は
昔
懐
か
し
い「
う
ま
い
棒
」

「
酢
昆
布
」「
ラ
ム
ネ
」「
き
な
粉
菓
子
」か
ら

新
し
い
駄
菓
子
ま
で
整
然
と
陳
列
棚
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

一
番
人
気
は「
う
ま
い
棒
」で「
麩ふ

菓
子
」

な
ど
も
良
く
出
る
そ
う
で
す
。
お
客
さ
ん
は

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
懐
か
し
さ
も

あ
っ
て
か
、
大
人
の
方
も
買
い
に
来
る
そ
う

で
す
。
昔
の
よ
う
に
く
じ
引
き
や
、
当
た
り

く
じ
の
付
い
た
お
菓
子
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
値
段
も
手
頃
で
子
ど
も
た
ち
に

も
満
足
で
き
る
買
い
物
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

都
立
桜
台
高
等
学
校
正
門
左
横
の
角
に
二

つ
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
馬
込
に
初
め
て
開
校
さ
れ
た
都

立
南
高
等
学
校（
今
の
都
立
桜
台
高
等
学
校

に
替
わ
る
前
）
の
閉
校
記
念
碑
で
す
。
平
成

17
年
３
月
17
日
の
日
付
が
裏
に
記
さ
れ
、
表

に
は
校
訓
と
校
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
細
長
い
石
碑
に
は
、「
春
な

忘
れ
そ
」と
刻
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
裏
に
は
、

平
成
10
年
３
月
８
日
都
立
南
高
等
学
校
定
時

制
閉
校
記
念
碑
と
あ
り
ま
し
た
。

こ
の「
春
な
忘
れ
そ
」
は
菅す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
の
和

歌「
東こ

ち風
吹
か
ば　

に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ　

梅

の
花　

主あ
る
じな
し
と
て　

春
な
忘
れ
そ
」か
ら

毎
朝
の
通
勤
・
通
学
時
や
馬
込
を
散
歩
し
て
い
る
と
き
、
ふ
と
目
に
と
ま
る
も
の
。
道
ば
た

の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
も
の
が
と
、
ふ
と
気
が
つ
く
も
の
。
何
げ
な
く
の
ぞ
い
た
お
店
の

片
隅
に
、
懐
か
し
い
も
の
が
並
ん
で
い
た
り
…
…
。

馬
込
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
編
集
委
員
の
面
々
が
気
づ
い
た
こ
と
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
た

わ
い
の
な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の

数
々
で
す
。

の
も
の
で
す
。

定
時
制
高
等
学
校
で
学
ん
だ
生
徒
達
の
思

い
の
詰
ま
っ
た
貴
重
な
石
碑
で
あ
る
と
知
り

ま
し
た
。
そ
の
石
碑
の
思
い
と
共
に
、
石
碑

の
後
に
植
え
ら
れ
た
紅
梅
、
白
梅
の
記
念
樹

が
、
毎
年
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
碑
を
知
る
と
、
卒
業
生
で
な
く
て

も
、
感
慨
深
く
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
使
わ
れ
て
い
た
円
筒
形
の
ポ
ス
ト
が
、

教
材
用
と
し
て
馬
込
第
三
小
学
校
の
校
門
内

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

正
式
に
は「
郵
便
差
出
箱
1
号
」
と
言
う

そ
う
で
す
が
、
昭
和
24
年（
1 

9 

4 

9
年
）
か

ら
使
わ
れ
始
め
た
そ
う
で
す
。
昭
和
時
代
を

象
徴
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
を
感
じ
ま
す
が
、

地
方
へ
旅
行
な
ど
す
る
と
、
ロ
ー
カ
ル
線
の

駅
前
な
ど
で
今
で
も
現
役
の
姿
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発 行 地 域 力 推 進 馬 込 地 区 委 員 会

事務局 馬 込 特 別 出 張 所

〒１４３-００２７ 大田区中馬込３－２５－５

☎（３７７４）３３０１（代）

ホームページアドレス（太田区役所大森地域）

http://www.city.ota.tokyo.jp/omori/index.html

発 行 地域力推進馬込地区委員会

事務局 馬 込 特 別 出 張 所

〒１４３-００２７ 大田区中馬込３－２５－５

☎（３７７４）３３０１（代）

ホームページアドレス（大田区役所大森地域）

http://www.city.ota.tokyo.jp/omori/index.html

馬込管内世帯人口数
（令和5年7月1日時点）

・世帯数　　31,281 

・人口（男）28,050

・人口（女）28,909

・人口（計）56,959

馬馬  

込込  

のの  

まま  

ちち  

かか  

どど

あ 

ち 

ら 

こ 

ち 

ら

浅
草
線
に
絵
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

電
車
が
走
り
始
め
ま
し
た

駄
菓
子
屋
さ
ん
を
見
つ
け
ま
し
た

都
立
南
高
校
の
記
念
碑
と
梅
の
花

馬
込
第
三
小
学
校
の
ま
あ
る
い
ポ
ス
ト
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◎
二
町
会
防
災
訓
練 

10/28（
土
）

馬
込
中
学
校
で
開
催
予
定

◎
第
38
回
南
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

活
動
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
展
示
・
発

表
等
の
催
し
を
行
い
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
図
り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
令
和
５
年
10
月
29
日（
日
）９
時
30

分
～
15
時
30
分（
予
定
）

開
催
時
間
に
つ
い
て
は
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
７
７
１
）８
４
８
１

◎
第
44
回
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

活
動
サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
図
り
ま
す
。
恒
例
の
地
域
の
方
に
よ

る
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。
ご
来
場
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
11
月
11
日
12
日（
土
）（
日
）

11
時
～
15
時
30
分

☆
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品
募
集
し
ま
す
。

絵
画
・
書
道
・
手
芸
な
ど
、
気
楽
に

ご
出
展
い
た
だ
け
る
も
の
を
募
集
し
ま

す
。
令
和
５
年
９
月
11
日（
月
）10
時
よ

り
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
開
始

し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
７
７
５
）１
３
７
０

◎
龍
子
記
念
館（
TEL 

3772
‐
0680
）

●
名
作
展「
画
家
と
生
活　

川
端
龍
子

の
晩
年
の
作
品
か
ら
」

展
示
期
間
：
令
和
５
年
７
月
15
日

（
土
）
～
令
和
５
年
10
月
９
日（
月
祝
）

●「
川
端
龍
子
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

展
示
期
間
：
前
期
：
令
和
５
年
10
月

21
日（
土
）～
令
和
5
年
12
月
3
日（
日
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館（
TEL 

3773
‐
0123
）

●
施
設
の
延
命
化
工
事
延
長
の
た
め
令

和
６
年
９
月
30
日（
月
）ま
で
臨
時
休
館

令
和
５
年
４
月
８
日
土
曜
日
に
、馬
込

図
書
館
主
催
で「
第
一
回
馬
込
写
真
散

歩
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

趣
旨
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
目
に
つ
い
た

好
き
な
馬
込
の
風
景
な
ど
を
思
い
思
い
に

撮
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
コ

ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
時
期
的
に
撮
影

対
象
は「
桜
」の
は
ず
で
し
た
。
今
年
は

早
く
咲
き
す
ぎ
て
ほ
ぼ
残
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
は
和
気
あ

い
あ
い
と
写
真
を
撮
って
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
馬
込
図
書
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、

馬
込
橋
の
下
に
あ
る
児
童
公
園
の
満
開

の
八
重
桜
を
撮
り
、
新
幹
線
沿
い
の
坂
を

下
っ
て
旧
内
川
の
暗
渠
沿
い
を
通
り
、
桜

並
木
へ
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
次
回
は
３
月
中
に
」
な
ど
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
は
馬
込
図
書
館
に
戻

り
、
参
加
者
各
自
の
写
真
を
発
表
し
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
20
歳
代

か
ら
80
歳
代
ま
で
で
、プ
ラ
ン
と
し
て
は

秋
頃
に
第
二
回
が
開
催
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◎
馬
込
地
区
自
治
会
連
合
会
長
の
交
代

　

加
藤
富
保
連
合
会
長（
北
馬
込
二
丁

目
寺
郷
町
会
長
）が
退
任
さ
れ
、
連
合

会
長
後
任
に
は
、
濵
福
秀
夫
会
長（
馬

込
北
自
治
会
長
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
町
会
長
の
交
代
　
北
馬
込
二
丁
目
寺
郷
町
会

　

加
藤　

富
保
氏
→
西
村　

力
氏

◎
大
森
消
防
団
操
法
大
会 

6/11（
日
）

　

大
田
市
場
で
実
施
。
馬
込
か
ら
は
第

６
分
団
と
第
７
分
団
が
参
加
。
今
年
の

優
勝
は
第
７
分
団
で
し
た
。

◎
三
町
会
合
同
防
災
訓
練 

6/18（
日
）

　
梅
田
小
学
校
で
開
催

◎
九
町
会
合
同
防
災
訓
練 

6/25（
日
）

　

馬
込
第
三
小
学
校
で
開
催

◎
馬
込
自
治
会
町
会
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

馬
込
の
魅
力
を
紹

介
す
る
た
め
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設

し
ま
し
た
！　

主
に
、

馬
込
の
飲
食
店
や
風

景
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
右
記
QR

コ
ー
ド
か
ら
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投

稿
し
た
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

◎
自
治
会
町
会
永
年
在
職
者
感
謝
状
贈

呈 

7/13（
木
）

　

馬
込
の
自
治
会
町
会
役
員
22
名
に
区

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◎
北
野
青
年
会
盆
踊
り
大
会 

7/15（
土
）

北
野
神
社
で
開
催

◎
第
28
回
馬
込
大
盆
踊
り
大
会

　
7/22（
土
）7/23（
日
）

貝
塚
中
学
校
で
開
催

◎
自
治
会
町
会
正
副
会
長
へ
の
感
謝
状

贈
呈 
8/23（
水
）

【
30
年
以
上
】　

濵
福
秀
夫
氏（
馬
込
北
自
治
会
）

【
20
年
以
上
】　

眞
下
晶
弘
氏（
中
馬
込
貝
塚
町
会
）　

城
下
君
子
氏（
南
馬
込
西
一
会
）

◎
西
一
会
盆
踊
り
大
会 
8/25（
金
）
8/26

（
土
）湯
殿
公
園
で
開
催

◎
二
本
木
町
会
親
子
縁
日 

8/26（
土
）

◎
八
幡
神
社
例
大
祭 

9/9（
土
）9/10（
日
）

◎
第
30
回
ま
ご
め
幸
陽
祭（
ま
ご
め

園
）9/23（
土
）10
時
30
分
～
15
時

◎
五
町
会
防
災
訓
練 

10/15（
日
）

馬
込
第
二
小
学
校
で
開
催
予
定

◎
馬
込
図
書
館(

TEL 

3775
‐
5401)

「
馬
込
文
士
村
展
示
」
隔
月
で
入
替

（
詳
細
は
馬
込
図
書
館
ま
で
）

◎
郷
土
博
物
館(

TEL 

3777
‐
1070)

●
特
別
展「
海
苔
商
た
ち
の
底
力
」
令

和
５
年
10
月
３
日（
火
）
～
令
和
５
年

12
月
３
日（
日
）

●
特
集
展
示「
受
け
継
が
れ
る
海
苔
養
殖

―
仕
事
場
の
風
景
―
」令
和
５
年
10
月
３

日（
火
）
～
令
和
５
年
12
月
３
日（
日
）

●
特
集
展
示「
大
田
区
と
勝
海
舟
」
令

和
５
年
10
月
24
日（
火
）
～
令
和
５
年

12
月
３
日（
日
）

●
特
集
展
示「
文
化
財
写
真
パ
ネ
ル
展
」

令
和
５
年
10
月
３
日（
火
）
～
令
和
６

年
1
月
14
日（
日
）

　

日
々
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
る
と
、
周

囲
が
目
に
入
ら
な
い
も
の
で
す
。
で
も
、

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
馬
込
に
暮
ら

し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
す
。
周
り
を
見
渡
す
と
、
木

に
覆
わ
れ
て
見
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う

な
小
さ
な
社や
し
ろ、
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い

る
石
碑
や
銅
像
、
き
れ
い
に
飾
ら
れ
て

大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
お
地
蔵

様
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
。

　

そ
う
い
っ
た「
馬
込
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
」に
焦
点
を
当
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昔
は
馬
込
に
も
駄
菓
子
屋
さ
ん
が
あ

り
ま
し
た
。
今
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
と

編
集
会
議
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
り
、
早
速
取

材
し
ま
し
た
。

　

昔
な
つ
か
し
い
お
店
や
場
所
は
ま
だ

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
事
務
局
宛
て
に

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

( 写真提供 ) 馬込図書館

馬
込
写
真
散
歩


